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平成 28 年４月の文部科学省は「2020 年代に向けた教育の情報化に関する懇談会」中間
とりまとめ（４月８日公表）を受けて，授業・学習面，校務面，学校・地域連携など学校






























平成 28 年４月の文部科学省「教育の情報化加速化プラン」や平成 28 年６月の閣議決定
で示されたように，国を挙げて教育の情報化が進められる中，教員養成課程においては，
授業での ICT 活用を学生に身近に体験させることで教育の情報化に対する心理的抵抗感を





















 インタラクティブプロジェクタを活用した授業の実施前と 11 回以降の授業の２回にわ
たって，ICT 活用指導力と ICT 活用態度尺度に関するアンケートを実施し，インタラクテ
ィブプロジェクタを活用する授業が活用指導力と心理的抵抗感に与える変容を調査した。
なお，ICT 活用指導力については，「A 教材研究・指導の準備・評価などに ICT を活用す
る能力」，「B 授業中に ICT を活用して指導する能力」，「C 児童・生徒の ICT 活用を指導
する能力」の３項目を用い，各項目に下位項目を４つずつ設定した。回答は「４ わりと

























































































































あるんだ…」と ICT 活用に好意的な意見が聞かれ，理科の授業・実験における ICT 活用の
潜在的可能性を強く感じているようであった。 
  































































 本科目では，インタラクティブプロジェクタに Reflector2 というソフトを起動したパソ
コンを HDMI で接続した。受講者 15 名には iPad を貸し出し，パソコンと全ての iPad は無
線 LAN に接続した（図５左）。学生たちは iPad を用いて教材を作成する実習を４コマ分実







































































は，「活動１ 設置撤収」が 1.03 回（最大４回），「活動２ プレゼンテーション・模擬授
業」が 2.09 回（最大７回），「活動３ インタラクティブ機能を用いたプレゼンテーション・
模擬授業」が 0.77 回（最大４回），「活動４ 教材・プレゼンテーション資料の作成」が 3.37
回（最大 20 回）であった。 
（１）ICT 活用能力の調査結果 
 ICT 活用能力に関して，授業実施前の合計点の平均は 30.06±7.60 点，実施後の合計点の
平均は 34.46±5.68 点であった。ここで，対応のある t 検定を行った結果，実施前後で有意
差が認められた（t（34）＝-4.36, p<.01）。また，ICT 活用能力には３つの項目があり，そ
れぞれ「A 教材研究・指導の準備・評価などに ICT を活用する能力（以下，項目 A）」（４
項目）・「B 授業中に ICT を活用して指導する能力（以下，項目 B）」（４項目）・「C 児童生
徒の ICT 活用を指導する能力（以下，項目 C）」（４項目）であった。それぞれの項目の実
施前の合計点の平均は，項目 A が 10.80±2.53 点，項目 B が 9.66±3.54 点，項目 C が 9.60±2.65
点であった。実施後の合計点の平均は，項目 A が 12.29±1.81 点，項目 B が 11.46±2.58 点，
項目 C が 10.71±2.22 点であった。項目ごとに対応のある t 検定を行った結果，３つの項目
すべてで有意差が認められた（項目 A，t（34）＝-4.23, p<.01；項目 B，t（34）＝-3.30, p<.01；
項目 C，t（34）＝-2.76, p<.01）。 
 ICT 活用能力に関して授業ごとに分析した結果を以下に示す。「教職実践演習（中・高）」
の授業では，ICT 活用能力における授業の実施前の合計点の平均は 28.21±8.94 点，実施後
の合計点の平均は 31.21±5.09 点であった。ここで，対応のある t 検定を行った結果，実施
前後で有意差は認められなかった（t（13）＝-1.93, n.s.）。「化学教材内容実験・自然システ
ム教育学演習（化学）Ⅱ」の授業では，ICT 活用能力における授業の実施前の合計点の平
均は 27.60±1.36 点，実施後の合計点の平均は 33.20±3.19 点であった。ここで，対応のある
t 検定を行った結果，実施前後で有意差が認められた（t（４）＝-3.10, p< .05）。「視覚障害
指導法概論」の授業では，ICT 活用能力における授業の実施前の合計点の平均は 33.30±7.00
点，実施後の合計点の平均は 36.50±4.88 点であった。ここで，対応のある t 検定を行った
結果，実施前後で有意差は認められなかった（t（９）＝-1.63, n.s.）。「学習開発学研究法Ⅱ」
の授業では，ICT 活用能力における授業の実施前の合計点の平均は 31.00±5.97 点，実施後
の合計点の平均は 39.67±4.46 点であった。ここで，対応のある t 検定を行った結果，実施
前後で有意差が認められた（t（５）＝-3.31, p<.05）。 
（２）ICT 活用態度の調査結果 










点の平均は 126.86±13.63 点，実施後の合計点の平均は 120.50±15.94 点であった。ここで，
対応のある t 検定を行った結果，実施前後で有意差は認められなかった（t（13）＝1.69, n.s.）。
「化学教材内容実験・自然システム教育学演習（化学）Ⅱ」の授業では，ICT 活用に関す
る心理的抵抗感における授業の実施前の合計点の平均は 120.40±13.87 点，実施後の合計点
の平均は 122.40±12.94 点であった。ここで，対応のある t 検定を行った結果，実施前後で
有意差は認められなかった（t（４）＝-0.37, n.s.）。「視覚障害指導法概論」の授業では，ICT
活用に関する心理的抵抗感における授業の実施前の合計点の平均は 132.00±12.25 点，実施
後の合計点の平均は 133.90±9.84 点であった。ここで，対応のある t 検定を行った結果，実
施前後で有意差は認められなかった（t（９）＝-0.59, n.s.）。「学習開発学研究法Ⅱ」の授業
では，ICT 活用に関する心理的抵抗感における授業の実施前の合計点の平均は 131.33±4.42
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